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と自負しており、地域貢献を果たし、

さらに発展することを望んでいます。

地域における入院医療体制そのものが

崩壊危機に瀕している現状に対し、こ

の１年奮闘してまいります。

　2026年は日本整形外科学会が創立100

周年を迎える記念すべき年です。日本

臨床整形外科学会群馬支部副会長の立

場から日整会100年記念全国市民公開講

座開催に向けての実行委員を努めてい

ます。

　11月29日に高崎市のシティギャラ

リーコアホールにて開催を予定してお
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　新年を迎えお喜び申し上げます。

　病院を取り巻く環境が厳しさを増し、

多くの病院が経営困難な状況に陥り、

病院は未来に向けて歩みを進めるどこ

ろか、現在は経営維持に最大の努力を

傾注しなければならなくなっています。

赤字病院の割合が73％と去年より増加、

病院収益が病院費用を下回り、経営利

益率マイナスの病院が増加しています。

病院費用として医療材料費の上昇、人

件費、物価（水道・光熱費、設備経費）

の高騰、委託費の上昇などが重なり、

医療収益を大きく上回っています。当

院は何とか赤字は免れていますが、い

つ赤字病院に転じてもおかしくない状

態です。人口減少と出生率低下が持続

的に続く我が国の未来は大変厳しいも

のになることを認識し、この未来に向

けてなんとか病院を守ることを考えて

おります。

　現在、病院の建て替えを考えており

ますが、建築費等の高騰もあり、現段

階の計画では既存建物の再活用も視野

に入れながら進めております。2025年

からの人口は、これまでの体感を超え

る速度で変化していきます。

　わが国の重要なインフラである医療

を取り巻く環境も当然厳しく病院経営

は極めて困難な状況にあります。当院

は地域になくてはならない病院である

病院長

　佐藤 圭司

次ページへ続く

新年のご挨拶

り、テーマとして「医療のチカラで『運

動器』を支え、すべての人に自分で動

ける生涯を。」を掲げております。さらに、

群馬大学附属病院整形外科教授 筑田博

隆先生に実行副委員長を引き受けてい

ただいた関係で整形外科医局員の方々

のご協力も得られ、より良い市民公開

講座を開くことができると思われます。

　今年は午年ですが、行動力、スピード、

エネルギーを象徴する年でもあり、職

員一丸となってより良い病院づくりを

進めることをお約束し、年頭所感とい

たします。

受付時間 午前8：30〜11：30まで（初診・土曜日は11：00まで） ／ 午後1： 30〜4：00まで ※急患は24時間受付けております

令和７年12月17日
第2・第4土曜日休診
※歯科口腔外科は第２・第４土曜も診察しています外来診療表

診療科目
　　曜日

時間帯 
月 火 水 木 金 土

内科
午前

高玉　真光
久永　悦子

（第1、3  10:00まで受付）

渡邉　彩子
（９:00から）

高玉　真光
直田　匡彦

（10:00まで受付）

午後 渡邉　彩子
（15:00まで受付）

脳神経内科

午前
岡本　幸市
東海林　幹夫
菅原　隆

岡本　幸市
東海林　幹夫
甘利　雅邦

岡本　幸市
東海林　幹夫
甘利　雅邦

岡本　幸市
瓦林　毅

岡本　幸市
池田　将樹

橋本　健太朗（第1、5）

石澤　邦彦（第3）

午後 石澤　邦彦 橋本　健太朗 山内　洋子（15:30まで）
甘利　雅邦

（完全予約制 14:00まで）

菅原　隆
池田　将樹（15:30まで）

物忘れ外来（脳神経内科） 午後 山口　晴保（完全予約制）

循環器内科 午前 天野　晶夫 天野　晶夫 箱田　祥子 天野　晶夫 天野　晶夫
田村　峻太郎

心臓血管外科 午後 山﨑　元成 山﨑　元成

脳神経外科 午前 1診：内藤　功
2診：岩井　丈幸 高玉　真 1診：内藤　功

2診：高玉　真
1診：内藤　功
2診：岩井　丈幸

1診：宮本　直子
2診：内藤　功

1診：高玉　真
2診：荒牧　佳吾

整形外科

午前
佐藤　圭司
生田　研祐
工藤　明紀

島田　晴彦
正木　博

（第3火曜は休診）

佐藤　圭司
館野　勝彦
生田　研祐

正木　博
工藤　明紀

館野　勝彦
島田　晴彦

佐藤　圭司（第1）

島田　晴彦（第1、5）

館野　勝彦（第3、5）

正木　博　 （第1、5）

工藤　明紀（第3）

午後 正木　博
島田　晴彦（14:30まで）

一ノ瀬　剛
（第2、4  14:00～16:30まで）

館野　勝彦 佐藤　圭司（15:30まで）

眼科
午前 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤

午後 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤

皮膚科 午前 田村　敦志 田村　敦志 渋沢　弥生 田村　敦志 田村　敦志 田村　敦志

泌尿器外来
午前 小林　修（第2、4） 一ノ瀬　義雄

（再診患者のみ）

午後 小林　修
（第2、4  15:00まで）

高血圧外来 午前 中村　哲也

糖尿病外来
午前 中村　保子 中村　保子

午後 中村　保子

消化器内科 午後 壁谷　建志

内視鏡
午前 壁谷　建志（胃） 乾　正幸（胃）

午後 乾　正幸
（大腸　第1、3、5）

麻酔科 午前 増田　裕一 増田　裕一（10:30まで） 佐藤　美恵

腎臓リウマチ内科 午後 今井　陽一（第1、3）

心療内科 午後 雪竹　靖衛

歯科・口腔外科

午前 福士　宙之
戸谷　麻衣子

福士　宙之
戸谷　麻衣子

福士　宙之
戸谷　麻衣子

福士　宙之
戸谷　麻衣子
伊達　佑生

福士　宙之
戸谷　麻衣子

福士　宙之（第1、3、5）

戸谷　麻衣子（第2、4）

午後 福士　宙之
戸谷　麻衣子

福士　宙之
戸谷　麻衣子 戸谷　麻衣子

福士　宙之
戸谷　麻衣子
伊達　佑生

福士　宙之



今後も当院の特徴や取り組みを連携室通信でご案内していきます。

　地域医療福祉連携室・相談室直通番号　TEL 027-253-4108
　 　FAX 027-253-4135

と自負しており、地域貢献を果たし、

さらに発展することを望んでいます。

地域における入院医療体制そのものが

崩壊危機に瀕している現状に対し、こ

の１年奮闘してまいります。

　2026年は日本整形外科学会が創立100

周年を迎える記念すべき年です。日本

臨床整形外科学会群馬支部副会長の立

場から日整会100年記念全国市民公開講

座開催に向けての実行委員を努めてい

ます。

　11月29日に高崎市のシティギャラ

リーコアホールにて開催を予定してお

　2025年12月26日に医療機関と消防機

関における連携協力体制の強化のため、

前橋市消防局と合同で勉強会を開催し

ました。

　実際に搬送された患者の２症例、脳

卒中救急搬送の現状、脳卒中に対する

血管内治療についてなどの発表が行わ

れました。救急隊の現場活動の内容や

脳卒中救急患者の治療内容や予後につ

いて、両機関とも見識を深める機会と

なりました。

　今後も定期的に勉強会を開催し、病

　新年を迎えお喜び申し上げます。

　病院を取り巻く環境が厳しさを増し、

多くの病院が経営困難な状況に陥り、

病院は未来に向けて歩みを進めるどこ

ろか、現在は経営維持に最大の努力を

傾注しなければならなくなっています。

赤字病院の割合が73％と去年より増加、

病院収益が病院費用を下回り、経営利

益率マイナスの病院が増加しています。

病院費用として医療材料費の上昇、人

件費、物価（水道・光熱費、設備経費）

の高騰、委託費の上昇などが重なり、

医療収益を大きく上回っています。当

院は何とか赤字は免れていますが、い

つ赤字病院に転じてもおかしくない状

態です。人口減少と出生率低下が持続

的に続く我が国の未来は大変厳しいも

のになることを認識し、この未来に向

けてなんとか病院を守ることを考えて

おります。

　現在、病院の建て替えを考えており

ますが、建築費等の高騰もあり、現段

階の計画では既存建物の再活用も視野

に入れながら進めております。2025年

からの人口は、これまでの体感を超え

る速度で変化していきます。

　わが国の重要なインフラである医療

を取り巻く環境も当然厳しく病院経営

は極めて困難な状況にあります。当院

は地域になくてはならない病院である

地域医療福祉連携室・相談室のご紹介地域医療福祉連携室・相談室のご紹介

第３回 脳卒中救急搬送症例勉強会を開催しました第３回 脳卒中救急搬送症例勉強会を開催しました

り、テーマとして「医療のチカラで『運

動器』を支え、すべての人に自分で動

ける生涯を。」を掲げております。さらに、

群馬大学附属病院整形外科教授 筑田博

隆先生に実行副委員長を引き受けてい

ただいた関係で整形外科医局員の方々

のご協力も得られ、より良い市民公開

講座を開くことができると思われます。

　今年は午年ですが、行動力、スピード、

エネルギーを象徴する年でもあり、職

員一丸となってより良い病院づくりを

進めることをお約束し、年頭所感とい

たします。

院と消防局で連携を強化し、よりスムー

ズな患者受け入れに繋がるように地域

で力を合わせて取り組んでいきます。

花　名：梅　　花言葉：優美
撮影者：松原信子様

下記について対応しています。

　地域包括ケア病棟、回復期リハ
ビリテーション病棟への入院、転院
相談をお受けしています。お気軽に
ご相談、お問合せください。

＜入院相談＞
　予定入院の患者様がスムーズに
ご入院いただけるようにご説明、ご
案内しています。

＜入院支援＞

　入院初期から安心して退院してい
ただけるようにソーシャルワーカー、
看護師がご相談に対応しています。
地域のケアマネジャーさん、医療機
関、連携をとらせていただいていま
す。

＜退院支援＞ 　社会福祉制度、介護保険、経済
的問題など、さまざまな相談をお
受けしています。外来、入院問わず、
ご相談ください。

＜相談支援＞

　地域に必要な医療が提供できる
ように連携のネットワークに参加し
ています。

＜地域連携＞

　当院から他院へ、他院から当院
への受診予約の窓口です。

＜受診予約＞

　当院へのご要望、ご意見、苦情
等の窓口となっています。

＜苦情・ご意見＞
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＜退院支援＞ 　社会福祉制度、介護保険、経済
的問題など、さまざまな相談をお
受けしています。外来、入院問わず、
ご相談ください。

＜相談支援＞

　地域に必要な医療が提供できる
ように連携のネットワークに参加し
ています。

＜地域連携＞

　当院から他院へ、他院から当院
への受診予約の窓口です。

＜受診予約＞

　当院へのご要望、ご意見、苦情
等の窓口となっています。

＜苦情・ご意見＞



連携室通信
老年病研究所附属病院だより

１．地域の人々の健康を守るための、
      研究と実践
２．疾病の予防と治療に役立つ看護、
      介護の推進
３．高齢社会における保健・医療・
　　福祉のネットワーク作り

老年病研究所附属病院の理念 医療の質に関する方針

https://www.ronenbyo-hospital.jp

令和８年

１．質の高い安全な医療を提供する

２．多職種によるチーム医療を実践する

３．安心と信頼を提供できる職員の育成を行う

４．患者様ご家族様に「思いやりの心」をもって

対応する
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と自負しており、地域貢献を果たし、

さらに発展することを望んでいます。

地域における入院医療体制そのものが

崩壊危機に瀕している現状に対し、こ

の１年奮闘してまいります。

　2026年は日本整形外科学会が創立100

周年を迎える記念すべき年です。日本

臨床整形外科学会群馬支部副会長の立

場から日整会100年記念全国市民公開講

座開催に向けての実行委員を努めてい

ます。

　11月29日に高崎市のシティギャラ

リーコアホールにて開催を予定してお

Vol.134Vol.134

　新年を迎えお喜び申し上げます。

　病院を取り巻く環境が厳しさを増し、

多くの病院が経営困難な状況に陥り、

病院は未来に向けて歩みを進めるどこ

ろか、現在は経営維持に最大の努力を

傾注しなければならなくなっています。

赤字病院の割合が73％と去年より増加、

病院収益が病院費用を下回り、経営利

益率マイナスの病院が増加しています。

病院費用として医療材料費の上昇、人

件費、物価（水道・光熱費、設備経費）

の高騰、委託費の上昇などが重なり、

医療収益を大きく上回っています。当

院は何とか赤字は免れていますが、い

つ赤字病院に転じてもおかしくない状

態です。人口減少と出生率低下が持続

的に続く我が国の未来は大変厳しいも

のになることを認識し、この未来に向

けてなんとか病院を守ることを考えて

おります。

　現在、病院の建て替えを考えており

ますが、建築費等の高騰もあり、現段

階の計画では既存建物の再活用も視野

に入れながら進めております。2025年

からの人口は、これまでの体感を超え

る速度で変化していきます。

　わが国の重要なインフラである医療

を取り巻く環境も当然厳しく病院経営

は極めて困難な状況にあります。当院

は地域になくてはならない病院である

病院長

　佐藤 圭司

次ページへ続く

新年のご挨拶

り、テーマとして「医療のチカラで『運

動器』を支え、すべての人に自分で動

ける生涯を。」を掲げております。さらに、

群馬大学附属病院整形外科教授 筑田博

隆先生に実行副委員長を引き受けてい

ただいた関係で整形外科医局員の方々

のご協力も得られ、より良い市民公開

講座を開くことができると思われます。

　今年は午年ですが、行動力、スピード、

エネルギーを象徴する年でもあり、職

員一丸となってより良い病院づくりを

進めることをお約束し、年頭所感とい

たします。

受付時間 午前8：30〜11：30まで（初診・土曜日は11：00まで） ／ 午後1： 30〜4：00まで ※急患は24時間受付けております

令和７年12月17日
第2・第4土曜日休診
※歯科口腔外科は第２・第４土曜も診察しています外来診療表

診療科目
　　曜日

時間帯 
月 火 水 木 金 土

内科
午前

高玉　真光
久永　悦子

（第1、3  10:00まで受付）

渡邉　彩子
（９:00から）

高玉　真光
直田　匡彦

（10:00まで受付）

午後 渡邉　彩子
（15:00まで受付）

脳神経内科

午前
岡本　幸市
東海林　幹夫
菅原　隆

岡本　幸市
東海林　幹夫
甘利　雅邦

岡本　幸市
東海林　幹夫
甘利　雅邦

岡本　幸市
瓦林　毅

岡本　幸市
池田　将樹

橋本　健太朗（第1、5）

石澤　邦彦（第3）

午後 石澤　邦彦 橋本　健太朗 山内　洋子（15:30まで）
甘利　雅邦

（完全予約制 14:00まで）

菅原　隆
池田　将樹（15:30まで）

物忘れ外来（脳神経内科） 午後 山口　晴保（完全予約制）

循環器内科 午前 天野　晶夫 天野　晶夫 箱田　祥子 天野　晶夫 天野　晶夫
田村　峻太郎

心臓血管外科 午後 山﨑　元成 山﨑　元成

脳神経外科 午前 1診：内藤　功
2診：岩井　丈幸 高玉　真 1診：内藤　功

2診：高玉　真
1診：内藤　功
2診：岩井　丈幸

1診：宮本　直子
2診：内藤　功

1診：高玉　真
2診：荒牧　佳吾

整形外科

午前
佐藤　圭司
生田　研祐
工藤　明紀

島田　晴彦
正木　博

（第3火曜は休診）

佐藤　圭司
館野　勝彦
生田　研祐

正木　博
工藤　明紀

館野　勝彦
島田　晴彦

佐藤　圭司（第1）

島田　晴彦（第1、5）

館野　勝彦（第3、5）

正木　博　 （第1、5）

工藤　明紀（第3）

午後 正木　博
島田　晴彦（14:30まで）

一ノ瀬　剛
（第2、4  14:00～16:30まで）

館野　勝彦 佐藤　圭司（15:30まで）

眼科
午前 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤

午後 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤

皮膚科 午前 田村　敦志 田村　敦志 渋沢　弥生 田村　敦志 田村　敦志 田村　敦志

泌尿器外来
午前 小林　修（第2、4） 一ノ瀬　義雄

（再診患者のみ）

午後 小林　修
（第2、4  15:00まで）

高血圧外来 午前 中村　哲也

糖尿病外来
午前 中村　保子 中村　保子

午後 中村　保子

消化器内科 午後 壁谷　建志

内視鏡
午前 壁谷　建志（胃） 乾　正幸（胃）

午後 乾　正幸
（大腸　第1、3、5）

麻酔科 午前 増田　裕一 増田　裕一（10:30まで） 佐藤　美恵

腎臓リウマチ内科 午後 今井　陽一（第1、3）

心療内科 午後 雪竹　靖衛

歯科・口腔外科

午前 福士　宙之
戸谷　麻衣子

福士　宙之
戸谷　麻衣子

福士　宙之
戸谷　麻衣子

福士　宙之
戸谷　麻衣子
伊達　佑生

福士　宙之
戸谷　麻衣子

福士　宙之（第1、3、5）

戸谷　麻衣子（第2、4）

午後 福士　宙之
戸谷　麻衣子

福士　宙之
戸谷　麻衣子 戸谷　麻衣子

福士　宙之
戸谷　麻衣子
伊達　佑生

福士　宙之


